
会　議　録 令和８年３月４日作成 令和11年３月末日廃棄

会議名 　京都府宮津警察署協議会（令和７年度第４回）　

開催日 　令和８年２月25日（水曜日）

時　間 　午後１時59分から午後３時09分までの間（70分）

場　所 　京都府宮津警察署　講堂

 　矢野会長、中村副会長、青木委員、佐々木委員、池野委員、白数委員　 

 　（欠席　松田委員、毛呂委員、永濱委員）　　　 　　　　　　　　　　  計６人

 出席者

　署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課係長、刑事課長、交通課長、 

　警備課長、広聴相談係長　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 計９人

諮  問 　
警察力を支える活動基盤（警察装備と受傷事故防止）

事  項

 １　会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　副署長 

 ２　署長挨拶 

 ３　協議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　会長 

  （1）諮問事項説明 

 　　　警察力を支える活動基盤（警察装備と受傷事故防止）～警務課長　　　　 

  【委員】装備品等について説明してもらったが、非常に分かりやすい説明だった。

 　先日、大阪府岸和田市で違反車両を追跡した警察官が違反車両のボンネッ

 トに乗り上げて振り落とされたという事件が報道されていたが、かなり危険

  な状態だったと思われる。

会　議 　本日、実際に発生した警察官の受傷事案等について説明してもらったが、 

内　容 　　　私たちが住む地域の近くでも危険な事件が発生していると改めて感じ、参考に

  　　　なった。

 　警察官は日々危険と隣り合わせで、私たちに家族や友人がいるように職務

  に従事している警察官にも家族や友人がいる。

 　その様な中で危険を顧みず危険な状況に飛び込んでいくということについ

  ては、責任感があるからこそ出来ることなのだろうなと思う。

 　私が言いたいのは何より命は一つしかないので、警察官が怪我や命を落と

 すといったことがないように願っているし、我々の生活を守ってくれている

  ことに感謝を述べたい。

 【委員】本日の議題を見せてもらって、警察官の職務は危険で大変だということが



 よく分かったことと、殉職をしないということはやはり常日頃の訓練のたま

  ものであるということが分かった。

 【委員】警察官の仕事は公務とはいえ、家族がいる中で危険を顧みず職務を遂行し

  ているのだなと感じた。日頃の活動にも感謝している。

  【委員】装備品を見たり実際に触れたことで参考となり、ありがたく思う。

 　人生で初めて刺股を見て触れたわけだが、使い方等が分かり今後に活用し

  たいと思う。刺股は犯人との距離をとるには良いと思うので勉強になった。

  【委員】議題を拝見し、思い出したことがある。

 　私の所属するボランティア団体から災害などについて警察に要望していた

 が、皆、警察の対応等に厳しい視点で不満を言うといったところが大きかっ

  た。

 　本日の警察活動における警察官の苦労を鑑みると、感謝という視点を持た

  なければならないと感じた。

  　感謝の気持ちを持つことが警察官の心の支えになるのではないかと思う。

  　時に身を挺して職務を遂行してくれる警察官に対し感謝したい。　

  　(2)  その他

  【委員】信号機の設置について要望したい。

  　伊根町は観光客が増えている。

 　伊根町役場を超えたトンネルを出たところに三叉路、中学校、観光協会、

会　議 舟屋地区に降りていく道で一度事故があり、危険だと感じる。そこに信号機

内　容 を設置すればどうかと思う。 

 　観光客が多く、外国人もレンタカーを借りて運転しているので非常に危険

 である。注意喚起の看板はあるものの、信号機を設置し安全面で対策をして

  ほしい。

 【警察】地域の方の信号機設置要望について、必ず要望が通るとは限らないが、交

  通課が窓口となり対応する。

  【委員】20年ほど前、伊根町は信号機のない町ということを打ち出されていた。

 　現在、信号機は設置されているが、近年観光客も増加していることから、

  更なる信号機の設置が急務ではないか。

  【委員】近所の信号について要望したいことがある。

 　府中地区の神社先の点滅信号機についてだが、近年観光客が多く、信号機

  の操作が分からない観光客の外国人をよく見掛ける。

 　信号が押しボタン式信号機のため、ボタンを押さないと信号が変わらない

  ので、信号機の前でじっと立ったままとなっている。

 　私が近くを通る時はボタンを押してあげるのだが、外国人からすれば、ど

  うすれば信号が青になるのか分からないのであろう。

  　さらに、人によれば信号を無視して渡るといったことがあり危険である。

 　この様な事情から、地域住民の中には、押しボタン式信号機を普通の信号

  機に変えればよいのではないかという意見もある。

 　ボタンを押さない限り、青にならず、横断歩道を渡ることができないとい



 うことを観光で来た外国人に分かってもらうということは難しいので、ボタ

 ンを押すという表示板を設置する等して啓発することも必要ではないだろう

  か。

会　議 【警察】現場を確認し検討する。 

内　容 ４　事務連絡 

　　令和７年度の警察署協議会は本日で終了となる。 

　　令和８年度第１回京都府宮津警察署協議会は、令和８年６月中の開催を予定し

　ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第４回京都府宮津警察署協議会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


